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住みつづけたいまち 
住んでみたいまち 

（よ3こびとやせしせ） カ＝＝感動 

ナ＝ニ仲良し（ふれあいと協調） 

ダ＝＝大好き（ふるせと愛と自立） 

（
キ
ー
ワ
ー
ド
）
 

ま
ち
づ
く
り
の
合
言
葉
 

あなたク刀ごゅーたうんKANADA 



平
成
四
年
度
青
少
年
健
全
育
成
標
語
入
選
作
 

「
こ
ん
に
ち
は
」
 
あ

い

さ

つ

一

言

つ

な

が

る

心

 

にせまってきたェイズの恐怖（mR君 

エイズから命（家族プ寄守るために“ 

ス
を
他
の
人
に
う
つ
す
可
能
性
が
 

あ
る
の
で
、
性
交
の
際
に
は
コ
ン
 

ド
ー
ム
を
使
用
す
る
、
血
液
な
ど
 

の
体
液
が
つ
い
た
も
の
が
他
の
人
 

に
接
し
な
い
よ
う
に
す
る
な
ど
の
 

注
意
が
必
要
で
す
。
 

エ
イ
ズ
の
治
療
法
は
ど
こ
ま
 

で
進
ん
で
い
る
か
 

結
論
か
ら
 

い
う
と
、
現
 

在
、
治
療
法
 

の
決
め
手
に
 

な
る
も
の
は
 

あ

り

ま

せ

 

ん
。
つ
ま
り
 

ェ
イ
ズ
ウ
イ
 

ル
ス
を
死
滅
さ
せ
る
薬
が
な
い
の
 

で
す
。
 

世
界
中
で
 
「
抗
ウ
イ
ル
ス
剤
」
 

「
免
疫
増
強
剤
」
な
ど
の
薬
の
研
究
 

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
 

効
果
の
完
全
な
も
の
は
な
く
、
ま
 

た
長
期
間
使
用
し
た
場
合
の
副
作
 

用
の
問
題
も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

エ
イ
ズ
の
感
染
は
ど
う
す
れ
 

ば
防
げ
る
か
 

ェ
イ
ズ
の
主
な
感
染
径
路
は
性
 

的
接
触
で
す
。
そ
の
た
め
コ
ン
 

ド
ー
ム
の
使
用
が
現
段
階
で
は
最
 

も
有
効
な
感
染
予
防
と
い
え
ま
 

す。 

エ
イ
ズ
に
感
染
す
る
と
ど
う
 

な
る
か
 

ェ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
 

も
、
す
ぐ
に
は
発
病
し
ま
せ
ん
。
 

し
か
し
、
他
の
人
に
う
つ
す
可
能
 

性
が
あ
り
、
行
動
に
は
注
意
が
必
 

要
で
す
。
 

感
染
イ
コ
ー
ル
 

発
病
で
は
な
い
 

ェ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
が
体
内
に
侵
 

入
し
て
も
、
す
ぐ
に
ェ
イ
ズ
に
な
 

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 
ウ
イ
 

ル
ス
の
感
染
後
、
図
の
よ
う
に
 

①
と
く
に
症
状
の
な
い
ウ
イ
ル
ス
 

の
保
有
者
（
キ
ャ
リ
ア
）
の
段
階
 

②
ェ
ィ
ズ
の
前
駆
症
状
と
い
う
べ
 

き
、
 

ェ
 
イ

ズ

関

連

症

候

群

 

(
A
R
c
）
の
段
階
③
ェ
ィ
ズ
の
発
 

病
の
順
で
進
行
し
ま
す
。
感
染
か
 

ら
ェ
イ
ズ
の
発
病
ま
で
に
は
短
い
 

人
で
は
数
か
月
、
 

平
均
で
は
8

、
 

10 

年
と
い
う
長
 

い
潜
伏
期
間
を
 

経
て
発
病
し
ま
 

す。 

一
般
に
は
 

感
染
後
 10 

年
間
 

で
感
染
者
の
 50 

％
が
ェ
イ
ズ
を
発
 

病
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
 

最
終
的
に
感
染
者
全
員
が
発
病
す
 

る
か
ど
う
か
ま
だ
判
っ
て
い
ま
せ
 

ん。 

,
 

I 

j
 

Th

エ
イ
ズ
の
三
つ
の
感
染
源
 

先
に
も
述
べ
ま
し
た
が
、
ェ
イ
 

ズ
ウ
イ
ル
ス
を
含
む
さ
ま
ざ
ま
な
 

体
液
の
中
で
実
質
的
な
感
染
源
と
 

な
る
の
は
次
の
三
種
類
だ
け
で
 

す。 

で
す
か
ら
こ
の
三
種
類
に
は
 

直
接
触
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
 

が
感
染
の
予
防
に
な
り
ま
す
。
 

①
血
液
 

②
精
液
 

③
腔
分
泌
液
 

こ
の
中
で
最
も
感
染
力
の
高
い
 

の
は
血
液
で
す
が
現
在
で
は
日
本
 

国
内
の
輸
血
用
血
液
は
抗
体
の
チ
 

ェ
ッ
ク
や
熱
処
理
が
ゆ
き
と
ど
い
 

て
お
り
、
安
全
な
も
の
に
な
っ
て
 

い
ま
す
。
つ
ま
り
、
日
常
生
活
の
 

レ
ベ
ル
で
は
無
防
備
な
性
交
渉
を
 

避
け
る
こ
と
で
ェ
イ
ズ
の
感
染
を
 

防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
 

「
s
A
F
E
R
 

s
E
X
」
が
 

予
防
の
き
め
手
 

現
時
点
で
は
、
ェ
イ
ズ
は
性
交
 

為
感
染
症
の
ー
つ
と
考
え
ら
れ
、
 

そ
の
予
防
に
は
、
「
セ
ー
フ
ァ
ー
・
 

セ
ッ
ク
ス
」
（
よ
り
安
全
な
セ
ッ
ク
 

ス
）
を
守
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
 

具
体
的
な
行
動
と
し
て
は
、
多
数
 

の
人
と
の
セ
ッ
ク
ス
を
避
け
る
か
 

コ
ン
ド
ー
ム
を
使
用
し
、
出
血
を
 

伴
う
よ
う
な
セ
ッ
ク
ス
は
で
き
る
 

エイズになる 

と現在のとこ 

ろ特効薬ガな 

＜、発病後3 

年で乃％が死 

に至つている。 

一
 、 病気が進行すると、体の抵抗力ガな＜ 

一、 鷲課鷲2恐鷲鷲漂鷲 
、器器験筋り編黙芳りり多 
ノ 性食道炎などの白和見悪染症やカポジ 

肉腫などの悪性腫蕩ガ知られている。 

また、恵者の何割かは感染ガ原因で 

脳炎、痴呆などの脳障害を生じる。 

2 工イズ関連症候群 

(ARC) 
ウイルスガ体内に入つた人の 

うち3 -5 割の人が工イズに 

なる前に次のような症状ガあ 
らわれる。。 

I)ンバ腺がはれる、発熱を＜ 

り返す、急に体重がへる、下 

痢が続＜など。 

●エイズの進行過程● 

A＼
プ
ゾ
 

1 キャリア 

全く症状がない 

ウイルスが体内に入 

つてもすぐに発病は 

しないo 

数か月～旬年ほどの 

潜伏期間ガある。 

血液 

などで工 

イズウイ 
ルスに感 

染すると 

精液 

腔分泌液 

だ
け
ひ
か
え
る
、
な
ど
で
す
。
 

Q A 
エ
イ
ズ
 Q

&
A
 

ェ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
 

し
な
い
た
め
に
は
、
ど
う
 

す
れ
ば
よ
い
の
で
す
か
。
 

ェ
イ
ズ
は
、
感
染
者
と
の
 

性
的
接
触
、
注
射
の
回
し
 

う
ち
、
輸
血
、
母
子
感
染
な
ど
、
ひ
 

じ
ょ
う
に
限
ら
れ
た
ケ
ー
ス
で
し
 

か
感
染
し
て
い
ま
せ
ん
。
 
そ
の
理
 

由
は
①
ェ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
が
血
 

液
や
精
液
な
ど
の
体
液
中
に
し
か
 

十
分
量
存
在
せ
ず
、
②
傷
つ
い
た
 

皮
膚
や
粘
膜
か
ら
直
接
体
内
に
ェ
 

イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
が
侵
入
す
る
こ
と
 

で
し
か
感
染
し
な
い
も
の
だ
か
ら
 

で
す
。
で
す
か
ら
、
「
精
液
や
血
液
 

が
直
接
体
内
に
取
り
込
ま
れ
る
機
 

会
」
を
つ
く
ら
な
け
れ
ば
、
日
常
 

生
活
で
必
要
以
上
に
神
経
を
と
が
 

ら
せ
る
こ
と
は
な
い
の
で
す
。
 

正
し
い
ェ
イ
ズ
の
知
識
を
身
に
 

つ
け
る
こ
と
こ
そ
、
も
っ
と
も
効
 

果
の
あ
る
感
染
予
防
と
い
え
る
で
 

し
ょ
・
つ
。
 

平
成
四
年
度
青
少
年
健
全
育
成
標
語
入
選
作
 

「
あ
り
が
と
う
」
 
感

謝

の

気

持

忘

れ

ず

に

 

金

田

小

五

年

 

浜

田

光

治

君

 

ウ
イ
ル
ス
が
免
疫
シ
ス
テ
ム
 

を
破
壊
す
る
 

ェ
イ
ズ
の
発
病
は
ェ
イ
ズ
ウ
イ
 

ル
ス
に
よ
る
免
疫
シ
ス
テ
ム
の
破
 

壊
に
よ
っ
て
生
じ
ま
す
。
私
た
ち
 

の
体
に
は
、
自
己
防
衛
の
た
め
の
 

免
疫
シ
ス
テ
ム
が
あ
り
外
か
ら
体
 

内
に
侵
入
し
て
き
た
細
菌
や
ウ
イ
 

ル
ス
の
繁
殖
を
防
い
で
い
ま
す
。
 

そ
の
中
で
重
要
な
役
割
を
持
っ
て
 

い
る
の
は
免
疫
シ
ス
テ
ム
の
指
令
 

官
で
あ
る
T
4

リ
ン
パ
球
で
す
。
 

、かノ 

．い’ 

ェ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
は
人
体
に
侵
 

入
す
る
と
こ
の
T
4

リ
ン
パ
球
を
 

つ
ぎ
つ
ぎ
と
壊
し
て
し
ま
い
ま
 

す
。
そ
の
結
果
、
私
た
ち
の
体
を
 

外
敵
か
ら
守
る
免
疫
シ
ス
テ
ム
が
 

破
壊
さ
れ
、
体
の
抵
抗
力
が
極
端
 

に
落
ち
て
い
き
ま
す
。
 
そ
の
た
め
 

体
内
に
侵
入
し
た
細
菌
や
ウ
イ
ル
 

ス
は
こ
こ
ぞ
と
ば
か
り
に
あ
ち
こ
 

ち
で
繁
殖
し
、
最
終
的
に
は
死
を
 

招
く
の
で
す
。
 

ェ
イ
ズ
の
症
状
に
は
こ
ん
な
 

も
の
が
あ
る
 

ェ
イ
ズ
の
発
病
は
ー
つ
の
症
状
 

だ
け
で
な
く
、
複
数
の
感
染
症
、
 

、

J
ノ
 

Q A 

、 

、
I
ノ
 ェ

イ
ズ
は
外
国
人
や
男
性
 

同
性
愛
者
の
病
気
で
あ
っ
 

て
、
異
性
間
の
セ
ッ
ク
ス
 

で
は
う
つ
ら
な
い
と
聞
き
 

ま
し
た
が
。
 

あ
な
た
の
知
識
は
間
違
っ
 

て
い
ま
す
。
現
在
、
日
本
 

で
は
異
性
間
の
性
交
が
感
染
経
路
 

と
し
て
急
増
し
て
お
り
、
し
か
も
 

国
内
で
感
染
し
た
例
が
多
く
な
っ
 

て
き
て
い
ま
す
。
今
後
こ
の
傾
向
 

は
ま
す
ま
す
強
ま
る
と
考
え
ら
 

れ
、
「
セ
ー
フ
ァ
・
セ
ッ
ク
ス
」
（
よ
 

り
安
全
な
セ
ッ
ク
ス
）
が
予
防
の
 

最
大
の
決
め
手
と
い
え
ま
す
。
 

Q A 
'pA 'p.丁z 

. 

あなたの疑問に 

まっすぐ答える 

ェ
イ
ズ
の
予
防
に
は
コ
ン
 

ド
ー
ム
が
い
い
と
い
わ
れ
 

て
い
ま
す
が
ほ
か
に
は
な
 

い
の
で
し
ょ
う
か
。
 

コ
ン
ド
ー
ム
は
避
妊
の
ほ
 

か
梅
毒
、
淋
病
と
い
っ
た
 

性
病
の
予
防
に
長
い
間
使
わ
れ
て
 

き
ま
し
た
。
 
ェ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
に
 

つ
い
て
も
、
コ
ン
ド
ー
ム
を
使
用
 

す
る
こ
と
で
、
感
染
の
危
険
を
少
 

な
く
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ェ
 

イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
は
精
液
中
に
多
く
 

含
ま
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
現
段
階
 

悪
性
腫
蕩
な
ど
が
同
時
に
現
わ
れ
 

る
こ
と
が
多
い
の
が
特
徴
で
す
。
 

ま
た
最
近
は
ェ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
な
 

ど
が
原
因
の
脳
炎
、
痴
呆
、
神
経
 

障
害
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
 

な
お
代
表
的
な
病
気
は
次
の
と
 

お
り
で
す
。
 

エ 

カ
リ
ニ
肺
炎
…
 
カ
リ
ニ
原
虫
 

と
い
う
微
生
物
が
肺
の
中
に
巣
く
 

う
こ
と
で
起
こ
る
肺
炎
。
 
ェ
イ
ズ
 

患
者
の
約
7
割
に
発
生
し
て
い
ま
 

す。 

イ 

カ
ン
ジ
ダ
症
…
 
カ
ビ
の
仲
間
 

で
あ
る
カ
ン
ジ
ダ
菌
が
口
の
中
、
 

舌
、
食
道
、
胃
な
ど
に
繁
殖
し
、
潰
 

蕩
を
作
る
病
気
で
す
。
 

ズ 

カ
ポ
ジ
肉
腫
…
 
皮
膚
な
ど
の
 

特
殊
な
が
ん
で
、
身
体
中
の
ど
こ
 

に
で
も
で
き
ま
す
。
 

エ
イ
ズ
に
感
染
し
た
ら
ど
う
 

す
る
か
 

ェ
イ
ズ
は
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
 

て
か
ら
発
病
す
る
ま
で
症
状
の
な
 

い
状
態
が
続
き
ま
す
。
こ
の
時
期
 

は
感
染
前
と
同
じ
生
活
を
送
っ
て
 

問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
発
病
を
 

遅
ら
せ
る
た
め
に
定
期
的
に
医
師
 

の
診
断
を
受
け
る
こ
と
、
過
度
の
 

飲
酒
を
避
け
る
な
ど
健
康
的
な
生
 

活
を
心
が
け
る
こ
と
が
大
切
で
 

す。 

た
だ
、
無
症
状
で
も
ウ
イ
ル
 

1992年（平成4年）10月1日（2) 

で
は
感
染
予
防
に
コ
ン
ド
ー
ム
が
 

も
っ
と
も
有
効
で
す
。
 

Q A 
な
ぜ
男
性
同
性
愛
者
は
エ
 

イ
ズ
感
染
の
危
険
が
高
い
 

の
で
す
か
。
 

男
性
同
性
愛
者
が
か
か
り
 

や
す
い
の
で
は
な
く
、
肌
 

門
性
交
が
危
険
行
為
な
の
で
す
。
 

直
腸
は
血
管
の
集
ま
っ
て
い
る
場
 

所
で
す
が
腔
に
比
べ
て
粘
膜
が
薄
 

く
、
強
く
刺
激
す
る
と
破
れ
て
傷
 

が
出
来
や
す
い
た
め
、
ウ
イ
ル
ス
 

の
感
染
は
高
確
率
に
な
り
ま
す
。
 

も
ち
ろ
ん
、
異
性
間
で
あ
っ
て
も
 

こ
の
こ
と
は
同
じ
で
す
。
 

0 A 
先
月
、
輸
血
を
受
け
ま
し
 

た
が
、
ェ
イ
ズ
の
心
配
は
 

な
い
で
し
ょ
う
か
。
 

ェ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
に
汚
染
 

さ
れ
た
血
液
を
輸
血
し
た
 

た
め
に
感
染
し
た
例
が
あ
る
の
は
 

事
実
で
す
。
し
か
し
現
在
で
は
日
 

赤
の
献
血
血
液
は
抗
体
検
査
を
し
 

て
い
ま
す
か
ら
、
輸
血
に
よ
る
感
 

染
は
な
く
な
り
ま
し
た
。
血
液
製
 

剤
に
つ
い
て
も
加
熱
処
理
に
よ
 

り
、
感
染
の
心
配
は
な
く
な
っ
て
 

い
ま
す
。
 

金

田

小

五

年

 

野

見

山

智

子

さ

ん

 

SaFER SEx 

幾
 

騒
尋
 (3) 1992年（平成4年）10月1日 



9/26社会福祉センターオープン 
身も心もリフレッシュク 

▲2階研修室 

▼2階大会議室 

▼屋上ソーラーシステム 

これからの高齢者福祉、障害者福祉などの福祉活動の中核 
として建設が急がれていました金田町社会福祉センターが先 

月25日に新築落成式を終え26日からオープンしました。 
このセンターは各種会議を始め、 グループ研修にも利用で 

き、機能回復室などリハビリにも最適です。 
そして大型のソーラーシステムの採用による省ェネ効果抜 

群、環境を守り、自然にやさしいェネルギーを活用したお風呂 
でさっぱりとした気分を味わって下さい。なお本センター 

オープンと同時にこのセンターの運営にあたります金田町社 
会福祉協議会事務局もセンター内に設けられました。 

Al 階ホール 

ひとくちメそ 
問い合せ谷22一6631（直通） 
入館料 大 人100円 

こども 50円 

開館時間9:30-li:00 
（ただし風呂は16:00までです）i 

閉館日は毎週火曜日です ／ノ 

▲全 景 

Al 階機能回復訓練室 

'1 階身障者浴室 

(5) 1992年（平成4年）10月1日 
1992年（平成4年）10月1日（4) 



今月は何があるかな 

t
ふ
る
さ
と
力
ナ
ダ
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
に
む
け
て
の
調
査
 

討
議
 

実
施
計
画
書
づ
く
り
→
 

日 曜日 時 間 場 所 催しもの・行事 問い合わせ先 こ よ み 

22 木
 

こ 
総合会館・町民会館 老人大学 社会教育課 (ft 22 -0555 直通） 

23 金
 

10:00-12:00 

10:00- : 

総合会館 

金田保育園 
レ」 ん

 
や
 

ち
 

あ
 

ば
 

お
 

ん
会
 

や
歓
 

室
ち
交
 

教
い
の
 

康
じ
児
 

健
お
園
 

福祉課環境衛生係 

金田保育園 

高圧ガス危害予防週間 

電信電話記念日 霜降 

24 土
 

，こ ． 第 4 土 曜 日 閉 庁 国際連合デー一 
軍籍週間 

国） 日
 

0
 

0
 

［

ー

 

、
 

一
 

U
 

U
 

。
J
 

町民会館 

田3'陳高校 

第6回福岡県選抜小学生バレーボ一 
ル大会（筑豊地区予選） 
岩熊杯筑豊地区決勝大会 
金田町職員採用共同試験 

金田ジュニ了バレー恭砂ガ 

金田少年サ功寸ガ 
総務課庶務係 

26 月
 

こ 
原子力の日 

27 火
 

13:30-14:30 町民会館 インフルエンザ（一般） 福祉課環境衛生係 
読書週間 

28 水
 10:00-15:0U 

福祉センタ一1階 
相談室 

心配ごと相談（担当民生委員犬養 

光博氏） 
社会福祉協義会 (ft22 -6631) 

29 木
 13:30-14:30 役場第2階集会室 1 才6 ケ月検診 福祉課環境衛生係 

30 金
 

’ こ 金田町長選挙投票入場券 
発送（予定） 

金田町選挙管理委 
員会 

31 土
 

8:30-42:00 
8:30-12:00 
8:30-12:00 

総務課会計係 
総務課会計係 
総務課会計係 
総合会館・町民会 
館・広場 

9月分水道料金納付期限日 
町県民税3期納期限 
国民保険税第4期納期 
第2回ふるさとカナダふれあいフエ 
スタ（--11/1) 

水道課業務係 
税務課賦課係 
住民課国保年金係 
企画開発課 
産業労働課・社会教育課 

(容22 -6669 直通） 
(容 22一0557 直通） 
(公 22一6663 直通） 

1992年（平成4年） 11月（霜月［しもっき］November) 

① 日
 

二 総合会館・町民会館 

・広場 

広報「カナダ」11月号発行 
第2回ふるさとカナダふれあいフエ 
スタ（10/31-) 

企画開発課 全国青少年健全育成強調月 
間文化財保護強調週間 
灯台記念日 

ハ
乙
 月

 
こ 

精神保健普及運動 
全国糖尿病週間 

⑧
 

火
 15:00- : 

金田町長選挙告示 

金田町長選出納責任者説明会 

金田町選挙管理委 

員会 
文化の日 

4
ュ 

水
 

二 
ュネスコ憲法記念日 

に
u
 木

 13:30-14:30 小学校保健室 インフルエンザ 福祉課環境衛生係 

6
 

金
 

こ 

7
 

土
 

こ 
田川市民会館・広 

場 

田川産業まっり（-11/8) 

広報「カナダ」12月号原稿／切り 

企画開発課 

企画開発課 立冬 

⑧

）

 

日
 7:00-18:00 

田川市民会館・広場 

小学校体育館（予定） 

田川産業まっり 

福岡県筑豊地区新人大会 

金田町長選挙投票日 

企画開発課 

金田少年わかクう1 

金田町選挙管理委員会 

。
u
 月

 
13:30-46:00 役場2階議事堂 金田町農業委員会 産業労働課 

119番の日全国火災予防運 
動太陽暦採用記念日 

10 火
 U

 
（くv 

4

工 

一
 

一
 U

 
3
 

っU 町民会館 ポリオ（生ワクチン） 福祉課環境衛生係 
手足の不自由な子どもを 
育てる運動 技能の日 

11 水
 

こ 税を知る週間 
世界平和記念日 

今月は何があるかな 

十

 
第
2

回
ふ
る
さ
と
力
ナ
ダ
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
準
D
一
中
→
 

I 
、
 

J 

第
2

回
ふ
る
さ
r
J

力

ナ

ダ

ふ

れ

あ

い

フ

 ェ 
ス

タ

準

備

中

J

 
J
 

J
 

I 
10月 金田町 ビッグイベント 

1992年（平成4年）10月（神無月［かんなづき］0ctober) 

日 曜日 時 間 場 所 催しもの・行事 問い合わせ先 こ よ み 

1
 

木
 二 

長崎県大村市 老人大学宿泊研修（-2日） 

広報『カナダ』10月号発行 

社会教育課 

企画開発課 

共同募金運動 母子保健強 
調月間 
体力っくり強調月間 浄化 
槽の日 

n
乙

 
金
 

こ 

（づ 土
 

国際協力週間 

④

）

 

日
 

二 
小学校グランド 金田小学校体育祭 金田小学校 里親デー‘国際文通週間 

都市景観の日 

にu 月
 

(b 火
 

二 
陶芸教室 陶芸教室 社会教育課 国際協力の日 

国際文通週間 
国際ボランテア預金の日 

7
 

水
 

9:00'-ll:OO 
陶芸教室 

総合会館 

陶芸教室 

子宮ガン・乳ガン検診 

社会教育課 

福祉課環境衛生係 

国立公園制定日 

(ft22-6664 直通） 

8
 

木
 

13:30--14:00 
総合会館・町民会館 

小学校保健室 

老人大学 

インフルエンザ 

広報金田「カナダ」11月号原稿／切 

社会教育課 

福祉課環境衛生係 

企画開発課 

木の日 

長崎おくんち 寒露 

。
J
 金

 

9: 00 -'lO :00 総合会館 胃がん検診 福祉課環境衛生係 

（

⑩

 

土
 

9:00~ : 

神崎地区全域 

金田小学校裏 
ひらばる幼稚園 
室見保育園 

神崎地区秋祭り（-11 日） 
運動会 
運動会 
運動会 

産業労働課 
金田保育園 
ひらばる幼稚園 
室見保育員 

目の愛護デ一 体育の日 

40歳からの健康週間 

@
 

日
 『 

上金田保育園 

彦山川・中元寺川 

・泌川 

神崎保育園 

運動会 

アイラブ遠賀川クリーン作戦 

運動会 

上金田保育園 

福祉課環境衛生係 

神埼保育園 

全国防犯運動（-20) 

国際防災の日 

行政相談週間 

12 月
 

13: 30 '-' 16 : 00 役場2階議事堂 金田町農業委員会 産業労働課 (ft 22-6665 直通） 

13 火
 

13:30-44:30 中学校保健室 インフルエンザ 福祉課環境衛生係 

14 水
 

14:00 -14:30 第二長寿園 インフルエンザ 福祉課環境衛生係 
鉄道記念日 

15 木
 

10:00'-15:00 
13:30--
13:30 -14:30 

上金田隣保館 
総合会館・町民会館 
町民会館 

心配ごと（人権行政）相談 
老人大学 
三種混合 
金田町長選挙立候補予定者説明会（予定） 

総務課庶務係 
社会教育課 
福祉環境衛生係 
総務課庶務係 

新聞週間 

(ft22-0555 直通） 

16 金
 

10:00-11:00 
10:00 -15:00 

役場2階集会室 
神崎隣保館 

’乳児相談 
心配ごと（人権行政）相談 

福祉環境衛生係 
総務課庶務係 

世界食糧デー 
(ft 22-0555 直通） 

17 土
 

金田地区全域 金田地区秋祭り（-18 日） 産業労働課 薬と健康の週間 

⑩
 

日
 

こ 岩熊杯筑豊地区大会 金田少年サッカー 

クラブ 

統計の日 

19 月
 

こ 

20 火
 

こ 

21 水
 

10:00 -15:00 役場玄関前 愛の献血 福祉課環境衛生係 

t
ふ
る
さ
と
力
ナ
ダ
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
に
む
け
て
の
調
査
・
討
議
・
実
施
計
画
書
づ
く
り
→
 

10 土 : 神崎地区全域 神崎地区 秋祭り 産業労働課 (-11)10日20時花火打上げ 

11 土 : 彦山川・中元寺川・泌川 アイラブ遠賀川クリーン作戦 福祉環境衛生係 

17 土 : 金田地区全域 金田地区 秋祭り 産業労働課 (-18) 

31 土
 

こ 
総合会館・町民会 
館・広場 

第2回ふるさとカナダふれあいフエ 

スタ 

企画開発課 (--11/1) 

※11月から役場はすべての土曜日が休みとなります。 

10月 そのほかの主な行事予定 

●1 木
 
（全国一斉） 

食生活改善普及運動月間腎移植推進月間全国自然歩道を歩こう月間 
里親月間麻薬・覚せい剤禍撲滅運動育児休業制度普及推進月間 
デザインの日高年齢者雇用促進月間全国道路標識週間住宅月間 
都市緑化月間魚食普及月間公正競争規約普及月間「法の日」週間 

※ ご注意下さい。網かけの日は、すべて役場が休みの日です。 

(7) 1992年（平成4年）10月1日 

※月間・旬間・週間はそれぞれ1か月・10日間・1週間をとうして実施されます。 

1992年（平成4年）10月1日（6) 



平
成
四
年
度
青
少
年
健
全
育
成
標
語
入
選
作
 

諮凸 ぽくとねたしの 
い方 脇＆うず 'I ' 

水を出しっぱなしに 
しないで使うたびに 
きちんとしめましょ 
う。 

せんたくのすすぎは 

ー せんかS拠F水をた 
めるためすすぎでし 

ましょう。 

ジーのJ 

か
な
だ
の
む
か
し
ば
な
し
 

笑
灘
で
あ
い
さ
つ
ニ
コ
ニ
コ
と
 

おふろの残り湯もす 
てないで、そうじや 
せんたくに利用しま 
しょう。 

自動車をあらうとき 
は水をバケツにくん 
でからにしましょう。 

) 

「彫羨フ霧 g元り二濠嘉ぞら元i落1 

1 誌離誌銃驚才ないように、I 

歯みがきは、水をコ 
ップにくんでからし 
ましょう。 

Lー ーIー ーーーーー，ーーーーー一ー1111111 一 ーー一 ーーー 一 ー ー一Iーーー ー」 

金
田
小
ー
ハ
年
 

植
」
邑
久
美
子
さ
ん
 

× ( 

家庭と水 

水道料金は納期日（月末）までにおさめ 

ましょう。 
・水道料金とお支払い 

・納付組合の加入 

・便利な口座振替のお申込み 
など、皆さまのご協力をお願い致し 

ます。 
※問い合わせ容22一6669（直通） 

水道課まで 

J 明るく豊かな町づくりにやくだっています 

J 郵便局の簡易保険 

郵便局で取り扱っている簡易保険の積立金は、市町村などに 

融資され、色々な建設事業に役立てられています。本町でも平 

成3年度は金田公園建設に1,950万円、住宅新築資金等貸付事業 

に14,390万円の融資を受け、明るく豊かな町づくりに活用され 

ています。 

この金田ふれあいスポーツ公園はー部簡易保険積立金の融資によって建てられたものです 

1992年（平成4年）10月1日（8) 

J4
，
ヌ
ー
l
華
プ
．
ー
 

せ
い
と
く
 

》 

農
業
用
水
路
を
つ
く
っ
た
 
清
徳
さ
 ん
 

現在の高柳井堰 

今
か
ら
お
よ
そ
数
百
年
前
の
こ
 

と
で
す
。
 

豊
前
の
国
、
金
田
村
は
水
田
が
 

二
百
町
歩
あ
ま
り
耕
作
さ
れ
て
い
 

ま
し
た
が
、
こ
れ
の
潅
慨
用
水
は
 

現
在
も
あ
る
上
金
田
の
溜
池
一
つ
 

の
み
で
あ
っ
た
た
め
、
毎
年
水
が
 

不
足
し
て
、
少
し
で
も
雨
が
降
ら
 

な
い
と
、
田
植
え
が
で
き
な
か
っ
 

た
り
、
植
え
付
け
た
稲
が
枯
れ
て
 

し
ま
っ
て
、
不
毛
の
田
圃
に
な
る
 

こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
す
。
 

こ
の
こ
と
を
心
配
し
、
な
ん
と
 

か
よ
い
方
法
は
な
い
か
と
考
え
て
 

い
る
村
人
の
中
に
清
徳
さ
ん
と
い
 

う
人
が
い
ま
し
た
。
 

清
徳
さ
ん
は
金
田
田
圃
の
東
を
 

流
れ
る
彦
山
川
が
洪
水
の
た
び
に
 

氾
濫
し
て
、
田
や
畑
が
水
没
す
る
 

こ
と
か
ら
、
こ
の
川
の
上
流
を
せ
 

き
止
め
て
、
水
路
を
作
れ
ば
よ
い
 

の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
ま
し
た
。
 

そ
し
て
、
洪
水
が
あ
る
た
び
に
 

和
田
山
に
登
り
、
水
の
流
れ
方
や
、
 

溜
り
方
を
観
察
し
、
数
年
か
け
て
 

水
路
を
作
る
道
す
じ
を
確
認
す
る
 

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
 

そ
こ
で
、
村
の
人
々
と
話
し
合
 

い
、
精
村
（
現
在
の
田
川
市
精
）
高
 

柳
の
彦
山
川
に
井
堰
を
築
き
、
長
 

さ
二
里
（
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
に
 

及
ぶ
潅
慨
用
水
路
の
開
さ
く
を
決
 

め
ま
し
た
。
 

当
時
は
、
測
量
の
道
具
や
土
木
 

工
事
の
機
械
も
あ
り
ま
せ
ん
。
縄
 

で
長
さ
を
測
り
、
高
低
は
夜
に
提
 

灯
を
持
っ
た
人
を
並
べ
て
調
べ
た
 

と
い
う
こ
と
で
す
。
 

平
成
四
年
度
青
少
年
健
全
育
成
標
語
入
選
作
 

L

 

一
 

・ 

村
人
は
総
出
で
鍬
を
ふ
る
い
、
手
 

堀
り
で
用
水
路
を
完
成
さ
せ
ま
し
 

た。 こ
の
工
事
が
終
わ
り
、
井
堰
か
 

ら
水
を
流
す
日
が
き
ま
し
た
。
清
 

徳
さ
ん
は
下
流
に
行
き
、
白
装
東
 

を
ま
と
い
、
三
宝
に
短
刀
を
お
い
 

て
水
の
来
る
の
を
ま
ち
ま
し
た
。
 

万
一
、
水
が
流
れ
て
こ
な
い
と
き
 

は
割
腹
し
て
、
村
人
に
お
詫
び
す
 

る
覚
悟
だ
っ
た
の
で
す
。
 

や
が
て
井
堰
か
ら
引
き
入
れ
ら
 

れ
た
水
は
、
水
路
を
伝
わ
り
、
と
 

う
と
う
と
流
れ
て
き
ま
し
た
。
村
 

人
の
喜
び
は
手
の
舞
、
足
の
踏
む
 

と
こ
ろ
を
知
ら
ず
、
歓
声
は
村
中
 

に
こ
だ
ま
し
た
と
い
う
こ
と
で
 

す。 そ
れ
か
ら
後
は
、
毎
年
、
稲
の
 

豊
作
が
続
き
、
今
日
ま
で
計
り
知
 

「
家
庭
の
ふ
れ
あ
い
」
 
非
行
を
防
ぐ
 

水利農功清徳神 

、J 

れ
な
い
恩
恵
を
受
け
て
い
ま
す
。
 

金
田
の
農
民
は
、
稲
荷
神
社
の
 

境
内
に
 
「
水
利
農
功
清
徳
神
」
と
 

い
う
碑
を
建
立
し
、
い
ま
で
も
そ
 

の
遺
業
を
称
え
て
い
ま
す
。
 

全国防犯運動 

(10月1 l-20日） 

金
田
公
民
館
 

俳
句
教
室
 

国
東
の
石
み
な
仏
天
高
し
 

岩
井
 

鬼
童
 

蝉
し
ぐ
れ
五
百
羅
漢
の
五
百
態
 

出
水
 

月
舟
 

生
涯
の
今
の
し
あ
は
せ
終
戦
日
 

日
比
生
 

利
子
 

刻
々
と
台
風
情
報
雨
走
る
 

花
石
 
か
ほ
る
 

踊
り
の
輪
さ
ら
に
広
が
る
太
鼓
か
 

な
 

建
部
 
三
由
紀
 

虫
の
音
に
思
ひ
ひ
ろ
げ
て
忌
の
近
 

、・し 

永
尾
 
喜
美
江
 

味
噌
汁
に
だ
ん
ご
浮
か
せ
て
終
戦
 

日
 

沖
田
 

ト
ミ
エ
 

星
屑
と
な
り
て
花
火
の
果
て
に
け
 

h
ノ 

田
村
 

君
子
 

金

田

中

一

年

 

野

田

大

樹

君

 

9月6日成人親善スポーツ大会 
上金田公民館優勝 

準
優
勝
 
宝
見
公
民
館
 

片
言
に
孫
と
う
た
へ
ば
赤
と
ん
ぼ
 

香
月
 

冨
子
 

割
引
の
値
札
に
ひ
か
れ
日
傘
買
ふ
 

末
継
 

久
香
 

こ
の
小
径
右
へ
曲
れ
ば
カ
ン
ナ
燃
 

ゆ
 

原
 

美
恵
子
 

父
の
墓
し
っ
か
り
撫
で
て
盆
終
る
 

大
堀
 

マ
サ
ェ
 

満
ち
足
り
し
一
日
の
タ
べ
冷
酒
く
 

む
 

大
久
保
 
和
子
 

盆
灯
篭
は
は
の
好
み
し
絵
柄
買
ふ
 

塚
本
 
美
樹
弥
 

意
識
ま
だ
う
つ
ろ
の
中
の
初
ち
ち
 

ろ
 

原
田
 

鈴
江
 

眠
り
け
り
盆
の
仏
と
ひ
と
つ
灯
に
 

市
川
 

法
子
 

(9) 1992年（平成4年）10月1日 
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少
年
健
全
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標
語
入
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作
 

「
や
め
よ
ー
っ
悪
口
」
 
人

の

心

を

傷

つ

け

る

 

金
田
中
一
年
 

学
校
五
日
制
が
始
ま
り
ま
し
た
 

月
に
一
回
第
二
土
曜
日
が
休
み
 

に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
目
的
は
既
 

に
皆
様
御
存
知
の
よ
う
に
明
治
の
 

始
め
に
日
本
の
学
制
が
施
行
さ
れ
 

て
こ
の
か
た
大
き
な
改
革
だ
と
い
 

わ
れ
る
も
の
で
学
校
教
育
至
上
と
 

学
力
と
学
歴
を
最
高
の
価
値
だ
と
 

考
え
る
風
潮
が
顕
わ
れ
そ
の
こ
と
 

か
ら
生
ま
れ
た
人
々
の
考
え
方
や
 

社
会
の
動
き
に
大
き
な
ひ
ず
み
が
 

起
き
て
き
ま
し
た
。
 

日
本
人
は
働
き
過
ぎ
、
親
は
子
に
 

負
担
を
か
け
過
ぎ
、
そ
し
て
点
取
り
 

主
義
や
心
の
貧
し
い
子
供
達
が
こ
 

の
国
の
担
い
手
と
な
る
日
、
世
界
 

経
済
や
文
化
の
先
端
を
歩
こ
う
と
 

し
て
い
る
資
質
や
能
力
を
備
え
た
 

人
間
が
育
つ
こ
と
に
大
き
な
疑
問
 

が
持
た
れ
る
訳
で
あ
り
ま
す
。
 

ま
ず
子
供
達
を
家
庭
に
帰
し
親
 

子
や
家
庭
が
本
来
持
っ
て
い
る
筈
 

の
教
育
の
原
点
か
ら
見
つ
め
直
そ
 

う
と
い
う
の
が
五
日
制
の
第
一
の
 

ね
ら
い
で
す
。
 

こ
の
こ
と
は
今
ま
で
学
校
な
ど
 

公
的
な
機
関
に
子
供
の
教
育
を
殆
 

ん
ど
委
せ
き
り
に
し
て
い
た
教
育
 

の
考
え
方
に
対
し
て
根
本
か
ら
改
 

革
を
迫
ろ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
 

然
し
こ
の
事
は
極
め
て
難
し
い
事
 

で
簡
単
に
解
決
し
な
い
で
し
ょ
う
 

し
、
又
新
し
い
問
題
が
次
ぎ
次
ぎ
 

と
出
て
く
る
で
し
ょ
う
。
自
由
時
 

間
が
ふ
え
る
事
は
“
小
人
間
居
し
 

て
不
善
を
な
す
 
事
に
な
ら
な
い
 

か
。
生
活
指
導
や
非
行
の
原
因
に
 

な
ら
な
い
か
。
 

，
学
校
が
な
け
れ
 

ば
塾
で
ー
と
い
う
よ
う
な
別
の
つ
 

め
込
み
教
育
が
盛
ん
に
な
っ
て
子
 

供
に
と
っ
て
は
更
に
別
の
し
く
み
 

の
管
理
体
制
の
中
で
縛
ら
れ
る
こ
 

と
に
な
ら
な
い
か
或
は
休
み
の
日
 

の
時
間
を
ど
う
し
て
よ
い
か
わ
か
 

ら
な
い
の
で
、
唯
ぼ
ん
や
り
と
寝
 

転
ん
で
テ
レ
ビ
ば
か
り
を
見
て
過
 

ご
す
生
活
に
な
ら
な
い
か
。
…
・
 

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
悩
み
は
 

つ
き
ま
せ
ん
。
 
こ
う
い
う
事
か
ら
 

例
の
 
「
受
け
皿
論
」
 
つ
ま
り
社
会
 

教
育
や
公
民
館
活
動
な
ど
に
よ
っ
 

て
意
義
の
あ
る
教
育
の
し
く
み
と
 

活
動
を
や
ろ
う
と
い
う
実
践
方
策
 

が
出
て
く
る
で
し
ょ
う
。
全
国
各
 

地
で
行
わ
れ
て
い
る
研
究
実
践
が
 

山
ほ
ど
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
確
 

か
に
新
し
い
方
向
が
各
方
面
で
芽
 

生
え
て
い
 

欝
編
m
 

結
局
子
供
 
力
 

自
身
が
あ
 
タ
 

く
 
ま
 
で
I
〇
 

「
自
分
の
良
一
 

土
寸
旧
司
り
」
‘
い
 

，「 

Q
 

'
 

ら
自
分
で
考
 

え
、
自
分
で
計
 

画
し
実
行
し
 

て
み
る
。
」
 
と
 

い
う
心
構
え
 

，
り
、
ら
一
‘
1
 

が
な
け
れ
ば
、
唯
別
の
管
理
体
制
 

の
中
に
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
に
し
 

か
な
ら
な
い
の
で
あ
り
ま
し
て
、
 

月
一
回
の
土
曜
休
日
を
ス
タ
ー
ト
 

に
し
て
、
先
ず
親
子
で
、
家
族
で
、
 

そ
し
て
地
域
で
、
こ
の
心
構
え
を
 

話
し
合
う
こ
と
が
先
決
で
あ
り
ま
 

し
ょ
・
つ
。
 

と
こ
ろ
で
既
に
第
一
回
の
土
曜
 

休
日
は
九
月
十
二
日
実
施
さ
れ
ま
 

し
た
。
何
か
こ
の
休
み
で
今
ま
で
 

に
な
か
っ
た
も
の
が
見
つ
か
っ
た
 

で
し
ょ
う
か
。
 

町
と
し
て
は
「
学
校
五
日
制
検
 

討
委
員
会
」
を
作
っ
て
、
こ
の
問
 

題
の
検
討
を
続
け
る
こ
と
に
な
っ
 

て
い
ま
す
。
子
供
自
身
の
声
や
皆
 

様
の
お
考
え
が
意
見
と
し
て
ま
と
 

ま
り
、
そ
の
こ
と
が
家
庭
、
地
域
、
 

P
T
A
な
ど
の
組
織
に
反
映
さ
れ
 

て
く
る
時
、
始
め
て
生
き
る
為
の
 

自
覚
を
見
つ
け
、
家
庭
、
地
域
、
 

サ
ー
ク
ル
組
織
の
主
体
性
が
育
 

ち
、
同
時
に
そ
れ
が
人
づ
く
り
地
 

域
活
力
化
の
出
発
点
に
な
る
で
し
 

よ・つ。 
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計
結
果
な
ど
 

も
今
後
続
け
て
発
表
し
ま
す
。
皆
 

さ
ま
ど
う
ぞ
ご
協
力
下
さ
い
。
 

教
育
委
員
会
 

小学校よりおねがい 

小学校地内の車の 
通り抜け禁止について 

広
内
 

舞
さ
ん
 

近頃小学校地内の車の通り抜けが 
多くなりました。体育指導でグラン 

ドの使用も多くなります。児童の登 
下校や先生方の車と接触事故寸前が2 
-3回ありました。見通しが悪くとて 
も危険ですので紙上をもって町民の 
皆様のご理解とご協力をお願いしま 

す。 

リサイクル推進月問 

料理教室参加者募集 

中央公民館では毎月第一、第 
三火曜日午前10時より12時ま 
で料理講師松田先生の指導のも 
とで料理の腕をふるっていま 

す。 
和食、洋食、デザート、おや 

つ等々の料理講習をしていま 
す。家庭にある食材料で手早く 
できるメニューをおこなってい 

ます。 
皆様の御参加をお待ちしてい 

ます。 
材料費月1,000円 

詳しくは 
金田町教育委員会社会教育課 

容22一0425まで 

今、中学校では 

中体連夏季大会が終り、 
3 新人大会へ 

7月中旬から8月初旬にかけ 
て、各種目の大会があり、金田 

中は全種目に熱戦をくり広げ、 
サッカー部、野球部、バトミン 

トン部、陸上部、水泳部が筑豊 
大会に進み、健闘しました。 

バトミントン部と水泳部が県 
大会に進み、例年より素晴しい 
結果でした。 

現在各部共、10月中旬から始 
まる新人大会へ向け、毎日遅く 
まで汗を流しながら苦しい練習 
を重ねています。どの部も新し 

いキャプテンを中心にまとまり 
のあるよいチームができていま 
す。各チームの新人大会での熱 
戦を期待しています。 

（部活担当教論宮崎佳子） 

1992年（平成4年）10月1日（10) 

×
 

ノ
 

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
ー
 

種
別
変
更
届
を
忘
れ
な
い
で
 

／
 

×
 

第
3
号
被
保
険
者
と
は
・
・
・
 

ご
主
人
が
会
社
等
に
勤
務
さ
れ
 

て
い
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
（
第
2
号
 

被
保
険
者
）
で
、
そ
の
扶
養
に
入
 

っ
て
い
る
配
偶
者
は
、
第
3
号
被
 

保
険
者
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

第
2
号
被
保
険
者
で
あ
る
ご
主
 

人
の
届
出
は
会
社
で
行
い
ま
す
 

が
、
第
3
号
被
保
険
者
で
あ
る
奥
 

さ
ん
の
届
出
は
年
金
係
に
自
分
で
 

行
な
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

保
険
料
の
支
払
い
は
・
・
・
 

第
3

号
被
保
険
者
の
保
険
料
 

は
、
ご
主
人
が
加
入
し
て
い
る
厚
 

生
年
金
保
険
や
共
済
組
合
が
制
度
 

全
体
と
し
て
負
担
し
ま
す
の
で
、
 

本
人
が
負
担
す
る
必
要
は
な
く
、
 

し
た
が
っ
ご
主
人
の
給
料
か
ら
天
 

引
き
さ
れ
ま
せ
ん
。
 

人
生
の
節
目
に
は
忘
れ
ず
に
、
 

確
実
に
、
届
出
を
 

第
3
号
被
保
険
者
の
該
当
届
出
 

を
忘
れ
て
2
年
以
上
経
過
し
ま
す
 

と
、
そ
れ
以
上
前
の
期
間
は
保
険
 

料
未
納
期
間
に
な
り
ま
す
。
 

ま
た
、
ご
主
人
が
会
社
を
退
職
 

さ
れ
た
り
、
ご
主
人
の
扶
養
か
ら
 

平
成
四
年
度
青
少
年
健
全
育
成
標
語
入
選
作
 

は
ず
れ
た
り
し
た
と
き
な
ど
は
、
 

必
要
な
届
出
を
き
ち
ん
と
し
て
保
 

険
料
を
納
め
て
お
か
な
い
と
、
最
 

悪
の
場
合
、
年
金
が
う
け
ら
れ
な
 

い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
 

な
お
、
ご
主
人
が
会
社
を
退
職
 

さ
れ
て
自
営
業
を
始
め
ら
れ
る
と
 

き
な
ど
は
、
ご
夫
婦
と
も
届
出
が
 

必
要
に
な
り
ま
す
。
 

保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
 

ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
？
 

自
営
業
な
ど
を
営
ん
で
お
ら
れ
 

る
国
民
年
金
の
第
1
号
被
保
険
者
 

の
み
な
さ
ん
保
険
料
は
き
ち
ん
と
 

納
め
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
？
 

保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ
り
ま
 

す
と
将
来
の
年
金
（
老
齢
基
礎
年
 

金
）
だ
け
で
な
く
、
万
一
の
と
き
 

の
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
 

金
等
も
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
で
 

て
き
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
な
こ
と
に
な
ら
な
い
 

た
め
に
、
毎
月
の
保
険
料
を
き
ち
 

ん
と
納
め
て
お
く
、
こ
の
一
言
に
 

つ
き
ま
す
の
で
、
納
め
忘
れ
を
し
 

な
い
た
め
に
次
の
納
付
方
法
を
利
 

用
し
ま
し
ょ
う
。
 

●
組
付
組
織
に
加
入
す
る
。
 

●
ロ
座
振
替
を
利
用
す
る
。
 

●
保
険
料
を
前
納
す
る
。
 

自
分
に
厳
し
く
人
に
は
感
謝
 

j 
ま
た
、
長
い
間
に
は
経
済
的
な
 

事
情
等
に
よ
り
保
険
料
が
納
め
ら
 

れ
な
い
こ
と
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
 

ま
す
。
国
民
年
金
に
は
、
こ
の
よ
 

う
な
と
き
の
た
め
に
保
険
料
を
免
 

除
す
る
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
 

す
の
で
、
 

ど
う
し
て
も
納
め
ら
れ
な
い
と
 

き
は
、
早
め
に
相
談
し
て
く
だ
さ
 

い。 
年
金
は
一
人
年
金
で
す
。
 

現
在
の
年
金
制
度
で
は
、
国
民
 

に
共
通
の
基
礎
年
金
を
支
給
し
、
 

厚
生
年
金
保
険
や
共
済
組
合
の
加
 

入
期
間
の
年
金
は
基
礎
年
金
に
上
 

乗
せ
し
て
支
給
す
る
た
め
、
同
じ
 

支
給
事
由
に
よ
る
も
の
は
、
上
下
 

一
体
の
年
金
と
し
て
受
け
る
こ
と
 

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
 

が
、
例
え
ば
、
障
害
基
礎
年
金
を
 

受
け
る
権
利
が
生
じ
た
と
き
は
、
 

選
択
に
よ
り
、
そ
の
ー
つ
を
受
給
 

し
、
他
の
年
金
は
支
給
停
止
に
な
 

り
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
な
と
き
に
は
、
『
年
金
 

受
給
選
択
申
出
書
』
を
年
金
係
が
 

社
会
保
険
事
務
所
等
に
提
出
し
な
 

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
提
出
し
な
 

か
っ
た
り
、
遅
れ
た
り
し
た
時
は
、
 

年
金
の
支
払
い
が
一
時
止
め
ら
れ
 

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
 

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

な
お
、
例
外
と
し
て
、
老
齢
基
 

礎
年
金
（
 65 

歳
以
上
で
受
け
て
い
 

る
方
に
限
り
ま
す
。
）
と
遺
族
厚
生
 

年
金
ま
た
は
遺
族
共
済
年
金
は
合
 

わ
せ
て
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
 

が
、
年
金
を
正
し
く
受
け
る
た
め
 

に
も
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
 

と
き
は
、
役
場
住
民
課
国
保
年
金
 

係
（
容
2
2
1
6
6
6
3
）
も
し
く
 

は
直
方
の
社
会
保
険
事
務
所
に
お
 

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
 

目

 
「謝J
‘
ヘ
レ
 

n
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ィ
・
」
。
、
師
J

<m 

金
田
中
三
年
 

和
田
 

渚
さ
ん
 年金相談のお知らせ 

ふるさとカナダふれあいフェスタの会場 

に年金相談コーナーが臨設されます。 
社会保険事務所の年金担当者が来て、国 

民年金・厚生年金のご相談に応じますので、 
ぜひ、この機械をご利用下さい。 

（過年度の国民年金保険料の払込みもできま 
すので、ご利用下さい。） 

日 時 10月31日（土） 
午前11時～午後4時まで 
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象田回 

10月11日（日）9:00'-
★町民体育祭 

ところ 町民グランド 
10月18日（日）9:00-
★町民インディアカ大会 

ところ 町民体育館 

皿圏図 
10月11日（日） 
※第3回町民運動会 

ところ 川崎小学校グランド 
10月17日（土）・18日（日） 
※紅葉登山会 

ところ 大分県祖母山系 
10月25日（日） 
※第30回町民ハイキング 

ところ 未定 

冠田回 

10月18日（日）15:00開演 
☆モスクワ木管六重奏団 

ところ オークホール（82-2559) 
10月24日（土）・25日（日） 
☆第5回ふる里まつり 
ところJR添田駅前ふれあい広場 

10月25日（日） 
☆第2回岩石城まつり 
☆武者行列 
ところJR添田駅前ふれあい広場 

肩臓回 

10月25日（日）9:00'-
▽婦人会インディアカ大会 

ところ 方城町体育館 

10月4日（日） 
⑥ DoYou 農？「ザ・みのり」 
ところ 源じいの森ほか 

村内一円 
問い合わせ産業振興課 

( 62 - 3000) 

10月6日（火）13:00--
〇暴力絶滅住民総決起大会 

ところ 大任町公民館 
10月25日（日）10:00-
〇第6回しじみ祭り 

ところ 彦山川六本松河川敷 

国国図 

10月11日（日）・25日8:00-
△ふれあい朝市 

ところ 役場前広場 
11月1日（日）・2日（月） 

・3日（火）9:00-' 
△町民文化祭 

ところ 勤労者体育センター他 
11月1日（日）9:00-
△香春町商工まつり 

ところ 役場前広場 

10月10日（土）・11日（日） 
ロ統一秋まっり 

ところ 町内全域 
(10日19 : 00～のど自慢大会） 
〈童謡まつりin赤池〉 

10月18日（日） 
ロわが町あかいけクリーン作戦 
（町内清掃作業の日） 

10月25日（日）13:00-
ロ町民ミュージカル 

『城田の山幸、響きの海幸』 
ところ 町民会館 

（入場料無料） 
10月31日（土）・11月1日（日） 

ロ文化祭 
ロ子供の歌コンテスト 
ロほのぼの写真コンテスト 

ところ 同和対策中央研修所 
11月1日（日）13:00-
ロわがまち赤池ふるさとフエア 

（商工まっり） 
ところ 町民会館前広場 

国 棚嗣 

10月2日（金）18:30'-' 
◇影絵劇「黄金のカモシカ」 

ところ 田川文化センター 

10月6日（火）18:30'-' 
◇文化座公演「荷車の駅」 

ところ 田川文化センター 

10月9日（金）-11月8日（日） 

◇銅版画の巨匠長谷川潔展 
ところ 田川市美術館 

10月10日（土）10:30-

◇炭坑節試演会 
ところ 田川青少年文化ホー11' 

10月29日（木）-11月29日（日） 

◇「炭坑の記録」山本作兵衛展 
ところ 田川市石炭資料館 

編
集
を
終
え
て
 

食
べ
物
に
季
節
感
が
な
く
な
っ
た
と
い
わ
れ
 

る
昨
今
で
す
が
、
サ
ン
マ
は
秋
の
味
覚
の
代
表
 

格
で
す
。
サ
ン
マ
は
、
秋
刀
魚
と
書
き
ま
す
。
 

体
長
四
十
セ
ン
チ
ほ
ど
、
背
の
部
分
が
青
黒
色
 

で
腹
の
ほ
う
は
白
銀
色
、
細
長
く
背
び
れ
が
後
 

ろ
の
ほ
う
に
つ
い
て
い
て
、
刀
に
似
て
い
る
こ
 

と
か
ら
、
こ
う
い
う
字
を
書
く
の
で
し
ょ
う
。
 

サ
ン
マ
の
呼
び
名
は
、
地
方
に
よ
っ
て
実
に
さ
 

ま
ざ
ま
で
す
。
サ
イ
ラ
、
サ
エ
ラ
、
サ
イ
レ
、
サ
 

イ
レ
ン
ボ
ウ
、
サ
イ
ラ
イ
ワ
シ
、
サ
ザ
な
ど
最
 

初
に
サ
の
つ
く
の
が
多
い
の
で
す
が
、
バ
ン
ジ
 

ョ
ウ
、
カ
ド
な
ど
と
呼
ぶ
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
に
、
い
ろ
い
ろ
と
呼
び
名
が
あ
る
の
 

は
、
そ
れ
だ
け
サ
ン
マ
が
古
く
か
ら
各
地
で
親
 

し
ま
れ
、
食
べ
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
し
ょ
う
。
 

秋刀魚 

サ
ン
マ
が
秋
の
味
覚
と
さ
れ
て
い
る
 

の
は
、
毎
年
秋
に
産
卵
の
た
め
に
千
島
 

列
島
付
近
か
ら
南
下
を
始
め
、
東
北
、
 

関
東
の
沖
を
通
過
す
る
こ
の
時
期
に
、
 

漁
が
盛
ん
に
な
る
か
ら
で
す
。
捕
れ
た
 

サ
ン
マ
の
二
〇
％
は
生
で
利
用
さ
れ
、
 

六
〇
％
は
冷
凍
と
な
り
、
そ
の
ほ
か
は
 

缶
詰
な
ど
に
な
り
ま
す
。
冷
凍
物
は
マ
グ
ロ
漁
 

な
ど
の
エ
サ
に
も
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
 

サ
ン
マ
の
お
か
げ
で
マ
グ
ロ
の
刺
し
身
や
、
す
 

し
を
食
べ
て
い
る
こ
と
に
も
な
る
の
で
す
ね
。
 

魚
を
食
べ
る
こ
と
は
、
成
人
病
の
予
防
に
効
 

果
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
も
っ
と
 

魚
に
親
し
み
た
い
も
の
で
す
ね
。
十
月
は
、
「
食
 

生
活
改
善
及
運
動
月
間
」
で
す
。
成
人
病
の
予
 

防
に
は
、
日
ご
ろ
の
 

食
生
活
の
管
理
が
大
 

切
で
す
。
特
に
カ
ル
 

、
ン
ウ
ム
の
補
給
、
食
 

塩
や
脂
肪
摂
取
量
の
 

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
な
ど
 

に
注
意
し
た
い
も
の
 

で
す
。
 

1992年（平成4年）10月1日（12) 


